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は
じ
め
に

　

日
本
古
代
社
会
を
規
定
し
た
令
は
唐
令
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
唐
令
の

テ
キ
ス
ト
は
既
に
散
逸
し
、
今
日
に
残
存
す
る
各
種
史
料
を
用
い
て
復
原
研
究
が
行
わ

れ
て
き
た
（
1
）

。
し
か
し
、
近
年
、
中
国
浙
江
省
寧
波
市
の
天
一
閣
博
物
館
で
発
見
さ
れ
た

明
鈔
本
天
聖
令
は
唐
令
と
同
様
に
既
に
散
逸
し
た
宋
令
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
同
時

に
、
宋
代
に
は
実
効
性
を
失
っ
て
い
た
唐
令
の
条
文
を
「
不
行
唐
令
」
と
い
う
形
で
篇

目
の
末
尾
に
列
記
し
て
い
る
と
い
う
点
で
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。
二
〇
〇
六
年
に

『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
證
』（
以
下
、『
校
證
』
と
す
る
）
と
し
て
影
印
と
中
国

社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
課
題
組
に
よ
る
復
原
研
究
が
発
表
さ
れ
て
以
降
（
2
）

、
日

本
史
の
分
野
で
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
（
3
）

。
こ
の
明
鈔
本
天
聖
令
は
孤
本
で
あ
る
と
い

う
点
で
史
料
的
価
値
は
高
い
が
、
誤
字
・
脱
字
の
多
さ
等
か
ら
必
ず
し
も
善
本
と
は
言

え
ず
（
4
）

、
ま
た
整
理
班
の
牛
来
穎
氏
に
よ
り
営
繕
令
部
分
に
は
錯
簡
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
5
）

。

牛
氏
に
拠
る
と
、
営
繕
令
は
袋
綴
の
用
箋
計
七
丁
に
渡
っ
て
記
載
が
設
け
ら
れ
る
が
、

人
文
科
学
研
究　

第
一
二
巻　

五
五―

六
三
頁
、
二
〇
一
六
年
三
月

天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
の
書
誌
学
的
検
討

―

唐
令
復
原
の
一
方
法
と
し
て―

矢
　

越
　

葉
　

子

①
第
２
丁
（
6
）

表
末
に
二
行
の
空
行
、
第
２
丁
裏
が
空
紙
と
な
っ
て
い
る
。

②
第
３
丁
表
の
始
行
は
、
第
３
丁
裏
の
末
行
か
ら
記
載
が
続
い
て
い
る
。

③
第
４
丁
表
か
ら
裏
に
渡
っ
て
い
る
記
載
は
、
第
５
丁
裏
に
続
い
て
い
る
。

④
第
５
丁
表
の
末
行
の
記
載
は
、
第
６
丁
裏
の
始
行
に
続
い
て
い
る
。

⑤ 

第
６
丁
表
に
「
右
令
不
行
」
と
書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
６
丁
裏
に

記
載
が
あ
る
。

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
①
〜
⑤
は
第
２
丁
〜
第
６
丁
（
牛
氏
は
第
三
紙
〜
巻

末
と
す
る
）
の
表
裏
を
誤
っ
た
こ
と
に
起
因
し
、
現
存
す
る
『
天
聖
令
』
の
書
写
に
用

い
た
テ
キ
ス
ト
（
親
本
）
で
既
に
錯
簡
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
錯
簡
を

補
正
し
た
結
果
、
宋
令
二
十
八
条
、
不
行
唐
令
四
条
、
計
三
十
二
条
の
配
列
が
復
原
さ

れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
牛
氏
の
説
明
で
は
第
２
丁
末
の
空
行
が
発
生
し
た
理
由
や
、

錯
簡
が
生
じ
得
た
状
況
に
つ
い
て
の
解
明
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
誌
学
的
な
検
討
に

基
づ
い
た
、
テ
キ
ス
ト
の
復
原
を
行
う
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



― 56 ―

一
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
明
鈔
本
天
聖
令

　

明
鈔
本
天
聖
令
の
書
誌
に
つ
い
て
は
『
校
證
』
の
中
で
袁
慧
・
宋
家
鈺
の
両
氏
に
よ

り
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
書
写
過
程
に
つ
い
て
は
冒
頭
の
料
紙
の
右
下
方
に
「
范
氏
天

一
閣
藏
書
」
の
朱
方
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
他
に
蔵
書
印
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
天

一
閣
を
創
建
し
た
范
欽
が
蒐
書
活
動
の
一
環
と
し
て
人
を
雇
い
書
写
し
た
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
（
7
）

。
こ
の
范
欽
の
蒐
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
清
の
儒
学
者
全
祖
望
の
「
天

一
閣
蔵
書
記
」
に

范
侍
郎
欽
素
好
二

購
書
一

、
先
時
嘗
従
二

道
生
一

鈔
書
、
且
求
其
作
二

蔵
書
記
一

、
至
レ

是
以
其
幸
存
之
餘
、
帰
二

於
是
閣
一

。
又
稍
従
二

弇
州
一

互
鈔
以
増
二

益
之
一

、
雖
レ

未
レ

能
レ

復
二

豊
氏
之
旧
一

、
然
亦
雄
二

視
浙
東
一

焉
。（
傍
線
は
筆
者
追
加
。）

と
触
れ
ら
れ
（
8
）

、
豊
坊
（
の
ち
道
生
に
改
名
）
や
王
世
貞
（
号
弇
州
老
人
）
と
の
交
流
が

知
ら
れ
る
。
特
に
豊
坊
は
当
時
こ
の
地
域
で
有
数
の
蔵
書
家
で
あ
り
、
豊
氏
代
々
の
当

主
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
蔵
書
は
そ
の
書
庫
萬
巻
楼
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
豊
坊
に

従
っ
て
范
欽
が
書
物
の
書
写
（
「
鈔
書
」
）
を
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
明
鈔
本
天

聖
令
に
は
当
時
の
蔵
書
家
に
よ
る
熱
心
な
書
写
活
動
の
一
端
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
（
9
）

。

そ
れ
で
は
、
こ
の
書
写
活
動
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
史

料
に
具
体
的
な
記
載
は
見
え
な
い
が
、
明
鈔
本
の
影
印
か
ら
そ
の
活
動
の
一
端
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
筆
跡
で
あ
る
。
明
鈔
本
天
聖
令
は
全

一
一
二
丁
か
ら
成
る
が
、
影
印
で
見
る
限
り
で
は
、
第
一
〜
三
丁
、
第
四
〜
一
二
丁
、

第
一
三
〜
二
三
丁
、
第
二
四
〜
三
一
丁
、
第
三
二
〜
四
三
丁
、
第
四
四
〜
四
五
丁
、
第

四
六
〜
四
八
丁
、
第
四
九
〜
五
一
丁
、
第
五
二
〜
五
四
丁
、
第
五
五
〜
五
六
丁
、
第

五
七
丁
、
第
五
八
〜
六
三
丁
、
第
六
四
〜
一
一
二
丁
で
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
。
令

の
篇
目
は
第
一
〜
一
一
丁
が
田
令
（
巻
二
十
一
）、
第
一
二
〜
二
一
丁
が
賦
役
令
（
巻

二
十
二
）、
第
二
二
〜
三
一
丁
が
倉
庫
令
（
巻
二
十
三
）、
第
三
二
〜
四
五
丁
が
厩
牧

令
（
巻
二
十
四
）、
第
四
六
〜
五
〇
丁
が
関
市
令
（
巻
二
十
五
）、
第
五
一
〜
五
五
丁
が

捕
亡
令
（
巻
二
十
五
）、
第
五
六
〜
六
一
丁
が
医
疾
令
（
巻
二
十
六
）、
第
六
二
〜
六
六

丁
が
仮
寧
令
（
巻
二
十
六
）、
第
六
七
〜
八
〇
丁
が
獄
官
令
（
巻
二
十
七
）、
第
八
一
〜

八
七
丁
が
営
繕
令
（
巻
二
十
八
）、
第
八
八
〜
九
二
が
喪
葬
令
（
巻
二
十
九
）、
第
九
三

〜
一
〇
〇
丁
が
喪
葬
年
月
（
巻
二
十
九
）、
第
一
〇
一
〜
一
一
二
丁
が
雑
令
（
巻
三
十
）

で
あ
り
、
書
写
担
当
者
の
変
更
と
篇
目
と
が
合
致
し
て
い
る
の
は
第
三
一
・
三
二
丁
（
倉

庫
令
・
厩
牧
令
）
の
間
、
第
四
五
・
四
六
丁
（
厩
牧
令
と
関
市
令
）
の
間
の
み
で
あ
り
、

そ
の
他
の
箇
所
で
は
対
応
し
て
い
な
い
。
書
写
枚
数
が
一
〜
三
丁
の
人
物
が
多
い
点
と

合
わ
せ
る
と
、
書
写
作
業
を
行
う
こ
と
の
出
来
る
人
物
に
日
ご
と
に
割
り
当
て
て
書
写

を
行
わ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
作
業
形
態
で
は
書
写
担
当
者
の
習

熟
は
あ
ま
り
見
込
め
ず
、
ま
た
内
容
に
対
す
る
熟
練
度
の
低
さ
か
ら
誤
字
が
発
生
す
る

こ
と
が
多
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
担
当
者
の
技
量
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
粗
密
が

同
じ
巻
の
中
で
も
発
生
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。

　

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
欄
外
に
記
載
さ
れ
た
丁
番
号
で
あ
る
。『
校
證
』
所
収
の

影
印
は
当
然
な
が
ら
天
聖
令
の
テ
キ
ス
ト
に
重
点
を
置
く
た
め
紙
端
ま
で
は
写
っ
て
い

な
い
が
、
欄
外
右
下
に
書
き
込
ま
れ
た
数
字
が
見
え
る
箇
所
が
あ
る
。
明
鈔
本
の
丁
数

と
そ
の
記
載
数
字
を
挙
げ
る
と

第
七
丁　

―

「
九
」　
　
　
　
　
　

第
一
一
丁―

「
十
三
」

第
九
〇
丁―

「
廿
七
」　
　
　
　
　

第
九
一
丁―

「
廿
（

八

ヵ

）

□
」

第
九
二
丁―

「
廿
九
」　
　
　
　
　

第
九
三
丁―

「
三
十
」

第
九
四
丁―

「
三
十
一
」　
　
　
　

第
九
五
丁―

「
三
十
二
」

第
九
六
丁―

「
三
十
三
」　
　
　
　

第
九
七
丁―

「
三
十
四
」

第
九
九
丁―

「
三
十
（

六

ヵ

）

□
」　
　
　
　

第
一
〇
〇
丁―

「
三
十
七
」

第
一
〇
一
丁―

「
卅
八
」　
　
　
　

第
一
〇
二
丁―

「
三
十
九
」

第
一
〇
三
丁―
「
四
十
」　
　
　
　

第
一
〇
四
丁―

「
四
十
一
」
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天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
の
書
誌
学
的
検
討

第
一
〇
六
丁―

「
四
十
三
」　
　
　

第
一
〇
八
丁―

「
四
十
（

五

ヵ

）

□
」

第
一
〇
九
丁―

「
四
十（

抹

消

）

■
六
」

の
一
九
箇
所
と
な
る
。
こ
の
う
ち
第
九
〇
〜
一
〇
九
丁
に
付
さ
れ
た
数
字
は
第
六
四
〜

一
一
二
丁
の
書
写
を
担
当
し
た
人
物
の
第
六
四
丁
以
降
の
通
算
の
作
業
枚
数
と
完
全
に

一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
数
字
が
丁
番
号
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。『
校
證
』
の

解
説
の
中
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
影
印
で
は
数
字
が
見
え
な
い
丁
に
も
、
写
真

に
写
ら
な
い
箇
所
に
恐
ら
く
数
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
に
作
業
の
進
捗
に
応
じ
て
丁
の
欄
外
に
数
字
を
書
き
込
ん
で
い
る
様
子
か
ら
は
、

書
写
時
に
は
用
箋
が
一
紙
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ

ま
り
、
枠
線
を
印
刷
し
た
綴
じ
ら
れ
て
い
な
い
用
箋
を
担
当
者
に
渡
し
て
書
写
を
行
っ

た
た
め
、
丁
順
の
維
持
と
作
業
枚
数
の
把
握
の
た
め
に
欄
外
に
通
し
番
号
を
振
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
九
」
お
よ
び
「
十
三
」
の
見
え
る
第
七
丁
・
第
一
一
丁
は
、

第
四
〜
十
二
丁
の
担
当
者
の
書
写
範
囲
に
当
た
る
が
、
こ
の
範
囲
に
振
ら
れ
た
通
し
番

号
と
し
て
は
合
わ
な
い
。
こ
の
人
物
は
他
の
箇
所
の
書
写
も
担
当
し
、
全
体
を
通
じ
て

の
通
し
番
号
を
振
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
見
た
用
箋
の
順
序
の
管
理
を

担
当
者
に
任
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
方
法
で
は
、
用
箋
の
表
裏
を
取
り
違
え
た
り
、
丁
番

号
の
振
り
方
を
誤
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
簡
単
に
錯
簡
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
上
が
明
鈔
本
天
聖
令
に
見
え
る
具
体
的
な
書
写
の
状
況
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

方
法
は
范
欽
が
独
自
に
編
み
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
豊
坊
や
王
世
貞
と
い
っ
た
当
時

の
蔵
書
家
と
も
交
流
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
范
欽

が
明
鈔
本
の
書
写
に
用
い
た
親
本
の
段
階
で
も
誤
字
や
脱
字
、
錯
簡
は
間
々
存
在
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。

二
、
明
鈔
本
天
聖
営
繕
令
に
よ
る
親
本
の
復
原

一
で
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
明
鈔
本
天
聖
令
の
書
写
状
況
を
見
て
き
た
が
、
営
繕
令

に
見
え
る
錯
簡
に
基
づ
い
て
明
鈔
本
の
親
本
や
さ
ら
に
そ
の
親
本
の
書
式
を
復
原
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
錯
簡
の
結
果
と
し
て
頁
の
境
に
生
じ
た
、
条
文
を
越

え
て
の
不
自
然
な
改
行
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
４
丁
表
か
ら
裏
に
及
ぶ
宋
令
第

二
十
六
条
を
例
に
見
て
い
く
。
明
鈔
本
で
は
宋
令
第
二
十
六
条
は
次
頁
の
図
１
に
示
し

た
よ
う
に
第
４
丁
表
第
９
行
目
か
ら
記
載
が
始
ま
り
、
書
写
の
過
程
で
第
４
丁
裏
に
及

び
、
宋
令
第
十
九
条
に
混
入
し
て
い
る
。
こ
の
混
入
の
原
因
は
い
ず
れ
か
の
書
写
の
際

に
行
わ
れ
た
改
行
箇
所
の
変
更
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
４
丁
表
第
10
行
目
の
記

載
が
約
六
文
字
分
の
余
白
を
も
っ
て
終
わ
り
、
第
４
丁
裏
第
１
行
目
の
記
載
が
上
端
か

ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
親
本
の
段
階
で
既
に
第
４
丁
裏
は
「
領
或
」
で
始
ま
っ
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
領
或
」
は
明
ら
か
に
第
二
十
六
条
に
含
ま
れ
る
文
言
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
直
前
の
「
為
総
」
は
行
末
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
諸
近
」

〜
「
為
総
」
は
計
三
十
六
文
字
で
あ
る
が
、
親
本
の
一
行
の
文
字
数
を
明
鈔
本
と
同
じ

く
二
十
字
前
後
と
想
定
す
る
と
、
①
一
行
当
た
り
の
字
数
は
十
八
文
字
、
②
一
行
当
た

り
の
文
字
数
は
十
九
文
字
で
二
行
目
以
降
は
二
字
下
げ
、
の
ど
ち
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
①
②
ど
ち
ら
が
妥
当
か
は
営
繕
令
全
体
を
こ
の
書
式
に
配
列
し
直
し
て
見
れ
ば
分

か
る
が
、
こ
こ
で
は
結
論
だ
け
を
述
べ
る
と
、
①
を
採
用
し
た
場
合
の
み
第
４
丁
裏
か

ら
第
５
丁
表
に
及
ぶ
宋
令
第
二
十
二
条
の
「
帳
申
」
の
字
句
が
行
頭
に
来
る
。
し
た
が
っ

て
、
明
鈔
本
の
親
本
は
①
の
ご
と
く
一
行
当
た
り
十
八
文
字
の
書
式
を
採
用
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
こ
れ
ら
の
字
句
は
本
来
の
条
文
内
に
収
ま
っ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
ら
の
字
句
が
行
末
に
存
在
し
て
い
た
状
況
を
想
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
「
諸
近
」
〜
「
領
或
」
の
三
十
八
文
字
が
二
行
に
収
ま
る
よ
う
な
状

況
で
あ
る
。
先
ほ
ど
と
同
様
に
一
行
の
文
字
数
を
二
十
字
前
後
と
仮
定
す
る
と
、
親
本

の
親
本
は
③
④
の
ど
ち
ら
か
と
な
る
。
③
④
に
つ
い
て
も
先
ほ
ど
と
同
様
に
営
繕
令
全

体
の
文
字
の
配
列
を
改
変
す
る
方
法
で
確
認
す
る
と
、
行
の
収
ま
り
具
合
等
か
ら
見
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て
、
④
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

三
、
親
本
に
よ
る
明
鈔
本
天
聖
営
繕
令
の
復
原

　

二
で
は
明
鈔
本
天
聖
令
か
ら
親
本
お
よ
び
親
本
の
親
本
の
姿
を
復
原
し
た
が
、
逆
に

復
原
さ
れ
た
親
本
の
親
本
の
姿
か
ら
、
天
聖
令
の
条
文
を
復
原
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

そ
れ
は
不
行
唐
令
第
二
条
で
あ
る
。

　

不
行
唐
令
第
二
条
は
第
５
丁
表
第
10
行
目
か
ら
記
載
が
始
ま
り
、
書
写
の
過
程
で

第
５
丁
裏
に
及
び
、
宋
令
第
二
十
六
条
に
混
入
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
現
状
を
示
す
と

次
頁
の
図
２
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
二
で
扱
っ
た
宋
令
第
二
十
六
条
の
事
例
と
同
じ
く

「
其
応
供
奉
」
は
不
行
唐
令
第
二
条
の
文
言
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
鈔
本

の
親
本
の
段
階
で
は
「
其
応
供
奉
」
は
行
頭
に
、
親
本
の
親
本
の
段
階
で
は
行
末
に
存

在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
不
行
唐
令
第
二

条
の
場
合
、「
諸
営
」
〜
「
其
応
供
奉
」
は
字
数
が
二
十
二
字
で
あ
る
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
親
本
の
親
本
の
段
階
で
「
其
応
供
奉
」
が
行
末
に
来
る
よ
う
に
復
原
す
る
と
①

と
な
り
、
一
行
当
た
り
二
十
字
と
し
た
復
原
案
か
ら
は
二
字
も
超
過
す
る
こ
と
に
な

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
用
箋
に
は
枡
目
状
の
枠
が
施
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
た

め
、
写
す
際
の
文
字
の
大
き
さ
次
第
で
一
字
程
度
の
増
減
は
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
他
の
箇
所
で
齟
齬
が
生
じ
な
い
点
よ
り
見
て
、
一
行
当
た
り
の
文
字
数
は
や
は

り
二
十
字
程
度
で
あ
っ
た
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
其
応
供
奉
」
を
こ
の

ま
ま
の
状
態
で
行
末
に
置
く
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
。
解
決
策
は
こ
の
「
其
応
供
奉
」
に
続
く
不
行
唐
令
第
二
条
の
文
言
に
明
ら
か
で
あ

る
。
既
に
牛
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
第
５
丁
表
の
不
行
唐
令
第
二

条
の
記
載
は
第
６
丁
裏
に
続
き
、
そ
の
第
６
丁
裏
の
冒
頭
に
は
「
之
物
即
送
掖
庭
局
供
」

の
注
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
其
応
供
奉
」
が
こ
の
注
に
続
く
の
で
あ
れ
ば
、「
其

応
供
奉
」
自
体
を
注
と
し
て
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。「
其
応
供
奉
」
を
注

図１　宋令第二十六条の配列復原
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と
し
て
復
原
す
る
と
②
と
な
り
、
一
行
当
た
り
二
十
字
と
し
た
親
本
の
親
本
の
姿
と
齟

齬
が
な
い
。
さ
ら
に
、
明
鈔
本
に
見
ら
れ
る
錯
簡
箇
所
を
補
正
す
る
と
③
と
な
り
、
注

記
載
が
連
続
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
不
行
唐
令
第
二
条
に
対
応
す
る
日
本
令
は
養
老
営
繕
令
９
須
女
功
条
で

あ
り
、凡

在
京
営

○

造

○

、
雑

○

作

○

物

×

、
応

○

レ

須

○

二

女

○

功

○

一

者

○

、
皆

○

令

○

二

本

○

司

○

造

○

一

。
若

○

作

○

多

○

、
及

○

軍

○

事

○

所

○

レ

用

○

、
量

○

謂

○

不

○

レ

済

○

者

○

、
申

○

二

太

○

政

○

官

○

一

、
役

○

二

京

○

内

○

婦

○

女人

一

。

と
大
宝
令
で
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
）
10
（

。
明
鈔
本
の
錯
簡
を
補
正
し
た

結
果
、
注
で
あ
る
と
判
断
し
た
「
其
応
供
奉
之
物
、
即
送
掖
庭
局
供
。」
に
見
え
る
「
掖

庭
局
」
は
内
侍
省
に
設
け
ら
れ
た
五
局
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
宮
人
の
簿
籍
を

掌
る
と
同
時
に
犯
罪
に
よ
り
配
役
さ
れ
た
婦
人
の
う
ち
「
簡
能
縫
作
的
者
」
を
配
置
さ

れ
る
こ
と
よ
り
）
11
（

、
諸
司
が
女
功
を
用
い
て
製
作
し
た
成
果
物
を
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
須
女
功
条
に
見
え
る
「
本
司
」
を
『
令
集
解
』

諸
説
は
い
ず
れ
も
縫
部
司
で
あ
る
と
解
釈
し
て
お
り
、
職
員
令
37
縫
部
司
条
に
は
そ
の

職
員
と
し
て
「
縫
女
部
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
縫
女
部
に
よ
る
女
功
す
な
わ
ち

作
業
量
の
管
理
の
み
で
あ
れ
ば
縫
部
司
内
で
完
結
し
「
掖
庭
局
」
に
相
当
す
る
中
務
省

が
関
与
す
る
余
地
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
令
で
は
、
唐
令
に
見
ら
れ
た
女
功
に

よ
る
成
果
物
を
確
認
す
る
た
め
の
「
其
応
供
奉
之
物
、
即
送
掖
庭
局
供
。」
の
注
を
削

除
し
、
前
後
の
本
文
の
み
を
継
受
し
た
の
で
あ
る
。
営
造
に
関
し
て
女
功
を
用
い
る
官

司
を
「
本
司
」（
縫
部
司
）
へ
と
限
定
し
て
継
受
し
た
た
め
、
注
が
不
要
に
な
っ
た
の

で
あ
る
）
12
（

。
な
お
、
天
聖
令
に
見
ら
れ
る
注
を
有
す
る
条
文
は
計
一
〇
一
条
（
一
三
七
箇

所
）
を
数
え
る
が
、
日
本
令
へ
継
受
さ
れ
た
の
は
こ
の
う
ち
一
九
条
の
み
（
う
ち
一
条

は
大
宝
令
の
み
）
で
あ
り
、
唐
令
を
継
受
す
る
段
階
に
お
け
る
日
本
側
の
意
識
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

翻
っ
て
唐
令
で
あ
る
が
、
牛
氏
は
「
其
応
供
奉
」
が
注
で
は
な
く
本
文
で
あ
る
こ
と

よ
り
「
之
物
即
送
掖
庭
局
供
」
を
本
文
と
し
て
復
原
す
る
。
し
か
し
、
親
本
の
書
式
お

図２　不行唐令第二条の配列復原
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図
３　

明
鈔
本
天
聖
営
繕
令
に
よ
る
親
本
の
復
原
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よ
び
日
本
令
の
継
受
の
姿
勢
を
見
る
限
り
で
は
、「
其
応
供
奉
」
を
注
と
し
て
復
原
し
、

こ
れ
に
「
之
物
即
送
掖
庭
局
供
」
を
続
け
た
「
其
応
供
奉
之
物
、
即
送
掖
庭
局
供
。」

が
唐
令
に
お
い
て
は
注
で
あ
っ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ま
ず
明
鈔
本
天
聖
令
に
見
ら
れ
る
錯
簡
を
手
掛
か
り
に
親
本
お
よ
び
親

本
の
親
本
の
姿
を
復
原
し
た
。
こ
こ
で
営
繕
令
全
体
の
復
原
結
果
を
図
３
と
し
て
掲
げ

る
）
13
（

。
こ
の
よ
う
な
復
原
方
法
は
従
来
あ
ま
り
採
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
テ
キ
ス
ト
が

ほ
ぼ
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
有
効
で
あ
り
）
14
（

、
明
鈔
本
も
そ
の
一
例
に
加
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
復
原
さ
れ
た
親
本
の
姿
か
ら
、
続
い
て
不
行
唐
令
の
条
文
を
復
原
し
た
。

こ
の
復
原
に
よ
り
判
明
し
た
注
記
載
は
日
本
令
に
は
継
受
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る

が
、『
校
證
』
は
そ
の
復
原
に
お
い
て
日
本
令
を
重
視
し
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
、
日
本

令
に
存
在
し
な
い
箇
所
の
復
原
に
つ
い
て
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
す
事
例

と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
明
鈔
本
の
発
見
に
よ
り
、
中
国
令
に
は
日
本
令
よ
り
も
か
な
り
多
く
の
注
が

設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
逆
に
日
本
令
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
令
に
含
ま
れ

て
い
た
注
の
内
容
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
字
句
の
改
変
を
加
え
つ
つ
継
受
し
、
あ

る
い
は
削
除
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
令
の
制
定
段
階
に
お

い
て
は
、
中
国
令
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
導
入
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
令
文
全
体
を
通
じ

て
の
法
意
の
統
一
や
担
当
官
司
の
決
定
等
、
多
く
の
改
変
を
加
え
つ
つ
継
受
し
た
の
で

あ
る
。

(

注)

（
1
）　

代
表
的
な
成
果
は
、
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、

一
九
三
三
年
（
の
ち
東
京
大
学
出
版
会
よ
り
一
九
六
四
年
に
覆
刻
）、
仁
井
田
陞
著
・

池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
で
あ
る
。

（
2
）　

天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
課
題
組
編
著
『
天
一
閣

蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
證
（
附
唐
令
復
原
研
究
）
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
。

（
3
）　

岡
野
誠
・
服
部
一
隆
・
石
野
智
大
「
『
天
聖
令
』
研
究
文
献
目
録(

第
２
版)

」

（
『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
一
四
、
二
〇
〇
九
年
）
、
服
部
一
隆
「
『
天
聖
令
』
研
究

文
献
目
録―

日
本
語
文
献
を
中
心
と
し
て
」（
『
明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
紀
要
』

一
二
、二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
以
後
も
、
天
聖
令
を
用
い
た
多
く
の
論
考

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

宋
家
鈺
「
明
鈔
本
北
宋
天
聖
令
（
附
唐
開
元
令
）
的
重
要
學
術
價
值
」（
注
２
書
上

冊
）。
明
鈔
本
天
聖
令
に
つ
い
て
「
因
輾
轉
傳
鈔
，
文
字
訛
誤
，
脫
漏
甚
多
，
有
的
因

鈔
者
補
鈔
漏
文
而
造
成
錯
行
，
錯
頁
和
改
變
條
文
次
第
。」
と
す
る
。

（
5
）　

牛
来
穎
「
天
聖
営
繕
令
復
原
唐
令
研
究
」（
注
２
書
下
冊
）

（
6
）　

本
稿
で
は
、
明
鈔
本
天
聖
令
全
体
の
丁
数
は
漢
数
字
で
、
営
繕
令
部
分
の
丁
数
は

ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
表
わ
す
こ
と
と
す
る
。

（
7
）　

袁
慧
「
天
一
閣
藏
明
鈔
本
官
品
令
及
其
保
護
經
過
」（
注
２
書
上
冊
）。
注
４
宋
解
説
。

（
8
）　

『
鮚
埼
亭
集
外
編
』
巻
十
七
所
収
。
こ
こ
で
は
朱
鋳
禹
彙
校
集
注
『
全
祖
望
集
校
集

注
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
を
用
い
た
。
ま
た
駱
兆
平
編
『
天
一
閣
蔵
書

史
志
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
は
「
録
自
天
一
閣
中
庁
板
刻
」
と
し
て
当
該

史
料
を
収
載
す
る
。

（
9
）　

当
時
の
書
物
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
は
井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
』（
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
第
十
四
章
「
書
籍
業
界
の
新
紀
元
」
に
詳
し
い
。
井
上
氏

は
元
阮
の
『
天
一
閣
書
目
』
に
基
づ
き
、
范
欽
と
そ
の
子
范
大
沖
に
よ
る
蒐
書
の
う
ち

鈔
本
書
を
八
〇
〇
冊
と
見
積
り
、
そ
の
鈔
書
活
動
の
熱
心
さ
を
指
摘
す
る
。

（
10
）　

右
傍
の
記
載
は
、
○
は
大
宝
令
に
そ
の
文
字
が
存
在
し
た
こ
と
、
×
は
存
在
し
な

い
こ
と
、
な
ど
大
宝
令
と
の
異
同
を
示
す
。

（
11
）　

天
聖
雑
令
不
行
唐
令
第
十
八
条

（
12
）　

彭
麗
華
「
唐
、
日
《
営
繕
令
》〝
應
須
女
功
〞
條
研
究―

兼
論
此
條
不
行
於
宋
代
的

原
因
」（
『
唐
研
究
』
第
一
四
巻
、
二
〇
〇
八
年
）
は
本
条
と
関
連
し
て
主
に
中
国
側
の

女
功
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
13
）　

明
鈔
本
天
聖
令
に
は
、
営
繕
令
の
他
に
も
賦
役
令
（
影
印
本
六
七
頁
）、
倉
庫
令
（
同

七
九
頁
、
八
〇
頁
）、
関
市
令
（
同
一
三
五
頁
）、
医
疾
令
（
同
一
四
四
頁
、
一
五
七
頁
）、
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天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
の
書
誌
学
的
検
討

獄
官
令
（
同
一
五
九
頁
、
一
六
四
頁
）、
雑
令
（
同
二
三
四
頁
）
に
改
行
箇
所
の
誤
り

が
あ
る
が
、
親
本
も
し
く
は
親
本
の
親
本
の
字
配
り
に
戻
す
こ
と
で
、
改
行
を
誤
っ
た

時
点
が
判
明
す
る
。

（
14
）　

石
上
英
一
氏
に
よ
る
『
令
義
解
』
紅
葉
山
文
庫
本
の
復
原
研
究
の
事
例
が
あ
る
。

（
『
日
本
古
代
史
料
学
』「
史
料
体
論
」、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
、
一
九
八
八

年
初
発
表
）

付
記　

本
稿
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で

あ
る
。


